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新潟縣青海川以西の石次石鉱床調査報告

小関　幸治＊　　井上　秀雄＊

　　　　　　　　　　R6sum6

0n　the　Omi　Limestone　Deposit，Nii宮ata　Prefecture

by

Koji　Koseki＆　Hideo　Inoue

　　　The　depos量t　occurs　as　a　huge　limestone　bed，in　the　Paleozoic　sediments，and　lies

about2km　south－west　of　Omi　Station　of　O．5－2km　south－east　of　Oyashirazu　Station　on　the

Hokuriku－Line．
　　　The　l1mestone　bed　is　so　ext6nsively　developed，500－1，700m　wide　and　more　than

，3，500mlon9，thrustinguponthesamePaleozoicformationcomposedofschalstein，diabase，
sandstone，slate　and　so　on，which　is　intruded　by　granitic　rock，homblelldite　and　serpen－

tine．It　was　paleontologically　proved‡o　be　of　Permo－Carboniferous　age　i血former　time．

Structure　is　geologically　inferred　from　the　observations　donε　in　two　cross－cuts　and　the

relation　between　the　distribution　of　the　beds　and　also　their　topographical　feature．　Those

Paleozoic　members　are　partlally　covered　by・flows　of　liparitic　ro¢ks　and　debris　o｛Iimestone

and　others．

　　　The　ore　is　grey　or　darkゴgreyish　in　color，and　always　stained　by　y’e】10wish　brown

clay、The　results　of　chemical　analyses　of　re伽ed　ores　are　as　follows：

　　　　SiO2　tr．　1．5％　　　R203』0．2　1．0％
　　　　CaCO3　95　　　99％　　　　　　　　　　　MgCO3　　0．2　　　1．0％

　　　　Ptr．0．02％　SO30．010．1％
　　　Workable　ore　reserves　above　the100m　level　are　possibIy　estimated　about460mil－
Iion　tons．．The　deposit　has　been　quarried　at　several　places　as　the　materials　of　buming　lime，

calcium　carbide　and　calcium　cyanamide．，
　　　This　Iimestone　deposit玉s　one　of　the止ost　important　resources　in　Japan　as　a　sup－

plier　of　materials　for　all　chemical　and　ceramic　uses・

1．緒　　言

　筆者等は昭和28年8月，題記石灰石鉱床の調査を行

つたので，以下その結果を報告する。

　本鉱床は，本地域より南東方黒姫山r明星山に亘つて

分布する本邦屈指の大鉱床の一部で，『今回の調査は先に

行われた明星地区の調査註1）に関連して行われたもので

ある。なお，地形測量（1：10，000）は当所技術部小野寺

公児技官が担当レた。

　調査に際しては，石灰石鉱業協会はじめ1大日本セル

ロイド株式会社・電気化学工業株式会社・信越化学工業

株式会社から多大の便宜を与えられた。こ興こ銘記して

謝意を表する。

＊鉱床部
註1）一種村光郎・村岡誠＝新潟縣西頸城郡明星山地庭石灰石鉱床調査

　　　　　報告，石灰石，No．21，P．17～24（1953）

　　　　　　　2．位置および交遽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うたとなみ
　調査地区は新潟県西頸城郡青海町および同郡歌外波村

地内にまたがる。その面積は東西約3．5km，南北約3．O

kmで，その北西縁は日本海に臨み，南東縁は青海川の

河流附近に亘つている。

　この地区には従来数ヵ所に石灰石採掘現場があり，い

ずれも交通の便に恵まれている。すなわち電気化学工業

株式会社の採掘所は，北陸線青海駅から貨車専用引込線

（約2km）を有し，また同駅ふら採石所附近までは乗合

・くスも運行されている。信越化学工業株式会社・東海電

極製造株式会社および大日本セル・イド株式会社等の各

採掘所へは，いずれも親不知駅から徒歩約1時間で達す

ることができるo
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第1図　 位置図

3．地　　形

調査地区の大半は緩1曼な地形を示す石灰岩台地からな

るが，その周辺ははなはだ急峻で，しばしば断崖を形成

する・石灰岩台地1ま・、その南西部に海抜597・9mの三

角点（板ケ峯）が存在するが，おおむね500m以下であ

る。この地内は処々にドリーナ・カーレンフエルド・ウ

ノくアラ・ポノール等が発達し，石灰岩地帯特有のカルス

ト地形を呈する。

水系のおもなものは，地域の南東部を北東流する青海

川と，西部を北流する歌川とであつて，特に後者の水量

が豊富であり，ともに鉱業用水として重要な役割を果し

ている。前記石灰岩台地内からは多量の用水を求めるこ

とば困難である。

4．地　質

地区を構成する地質および岩石は，第1表の通りであ

る。

　　　　　　第　1　奉
　第　四　系・』・・砂礫層および崖錐堆積層

　古生界…麟顯岩層
　　（諜石）1粘板岩および砂胴

　花嵩岩
　角閃岩
　蛇紋岩
　・石英粗面岩

　変朽安山岩

　4．1第四系（現世統）

　砂礫層　海岸および青海川・歌川の河岸平地を構成す

＼る。

　崖錐堆積層　主として石灰岩台地の周縁部に発達し，

しばしば径数mの角礫を見ることがある。この堆積層、

を大別すれば，まつたく石灰岩の角礫からなる部分と，

石灰岩および輝緑凝灰岩その他の緑色岩類の角礫からな

る部分とがある。特に前者の発達が著しい箇所は，石灰

石鉱床の一部と見倣しうるので，地質図（第2図）にはお

おむねとれを区別して示した。

　4．2古生界
　石茨岩層　北西一南東方向に延長3，500m以上，、幅

叢大1，7001nに亘る広：大な区域を占め，重要な鉱床を

形成している・本層の南東方今の連続は区域外の黒姫山

山塊kまで及んでいる。本岩は概して灰白色緻密塊状で

あつて層理に乏しく，直接にその構造を知ることは困難

さある。また，本層中にはきわめて多数の化石が含有さ

。れる部分があり，これによづて本層は二畳石炭系に犀す

るものとされている註2）。

　輝緑凝茨岩層　地域の基盤の一部をなし，前記石灰岩

層の北縁部および歌川沿岸にその標式的零出が観られ

る。本岩はまた後述するように，前記石灰岩層の下位に

も発達するものと予想される。岩質は一艀に緑色塊状で

あるが，赤紫色葉片状あるいは角礫状を呈することも稀

ではない。ミ剛li上流・歌川下流沿岸における本岩には，

砂岩・頁岩等の角礫（径2～5cm）が含有される部分があ　・

る。また本岩層中に嫉岩床状の輝緑岩または角閃岩・輝

岩様岩石を挾むことが少なくないが，地質図上にこれら，

を区分して記入することは困難であるので，本岩層中に

ー
一
括

した。本層の走向・傾斜を測定することは岩質の上』

からほとんど不可能であるが剥理およびこれを貫ぬく蛇

紋岩の分布」粘板岩・砂岩層との境界等から準察するに

走向はほ讐：NW－SE1で，南西に傾斜するものと思われ

るQ

　粘板岩および砂岩層地域の北東部に認められ，輝緑

凝灰岩層と接して分布する。本層は粘板岩を主体とする

もので，それに砂岩が薄層として挾有される。粘板岩は

通常黒色を呈し，多少珪質で，北部では黒雲母ホルyフ

エルス化している部分がある。砂岩は暗灰色ないし青灰

色中粒，比較的堅硬である。一般にその走向・傾斜を測

定することは困難であるが，おおむね走向WNW－ESE〆

で，南または北へ傾斜する。

　石次岩層と他岩層との関係

　（1）地域東端の，電気化学工業東山坑内北東押し坑

道の引立附近側壁では，第3図に示すように石灰岩層の

下に，10～25。程度の緩傾斜を示す断層破砕帯があり，

さらにその下に変質した輝緑凝灰岩層が認められる・

　（2）地域北西部の信越化学工業の通洞坑内において

　註2）『Hayasaka．1：　0n　the　Fauna　of　the　Anthracolitic・

　　　　　　Limestone　of　Omi－mura　in　the　westem　’
　　　　　　part　of　Echigo，Sci．Rept．．Tohoku　Imp。
　　　　　　Univ．，II　Ser．，Vo1．VIII，No．1，1924

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　薗部龍一：糸魚川地質図幅（1：75，0）0）同読明書，1936、

　　　石井清彦：白馬嶽　’〆　　”　　〃　，1937
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臼魯粘土

SW←

石灰岩（塊状）
石灰岩角礫（掲色粘土を含む）

　変質輝緑凝灰岩
　（禍色粘土，稀に石灰岩角礫を含む）

石灰岩循礫？）

藷熟饅蕩影裂，，
0 5 lom

、

第3函　　石灰岩と輝線凝灰岩との関係（電気化学工業株式會趾東山坑北東押坑道引立附近側壁見取図）

も，10～130Sの緩傾斜の断層が，石灰岩層（上盤）と輝

緑凝灰岩層との境にあるといわれる。また同社北側露天

採掘現場およびその西方露出においても，同様な関係が

観察される。

　（3）石灰岩層の北北東縁地表部では，現在の地形に

よつて本層の塊界が容易に確認または推定される。この

場合，石灰岩と輝緑凝灰岩とは前記と同様な関係にある

ことが，この部分全般に亘つてよく表現されている。

　（4）石灰岩層の南西縁部では，両者の関係は直接に

は確認されていないが，その境界はおおむね第2図のよ

うに推定される。これを前と同様に地形との関連におい

て吟峠すると，石灰岩層の下位には輝緑凝灰岩層があつ

て，この境には15～45。NEの傾斜をなす断層破砕帯が
　　　　　　　　　　　　　　　　　／
あると思われる。

　以上の諸事実から，『本地域の石灰岩層は輝緑凝灰岩

・層およびその他の緑色岩類の上位にあつて，それらと衝

上断層を以つて接している』ものと推察される・

　4．3花商岩
　地域の北部に見られ，輝緑凝灰岩および粘板岩層に接

触変質を与えている。一般に粗粒の黒雲母角閃石花醐岩

で，顕著な節理が発達する。岩体の周縁部では有色鉱物

の量を減じ，半花嵩岩層となつている。

　4．4角閃岩
　地域の南部において輝緑凝灰岩層中に岩床状をなす。

暗緑色中粒で，多少の片理を有する。主として緑色角閃

石よりなるが，少量の緑簾石・陽起石および板温石を含

むことがある0

　4．5蛇紋岩
　地域の南西部において輝緑凝灰岩層を岩床状に貫ぬ

き，帯状に分布する。一般に濃緑色緻密塊状であるが，

処によつては灰緑色粘土状を呈する部分が少なくない。、

　4．6石英粗面岩
　本岩は岩脈（または岩頸）およびそれに伴なう熔岩流を

なし，石灰岩台地の随所に認められる。第2図に峠乏の

おもな分布のみを示した。これ．らのほか，台地の凹所に

はしばしば同質の凝灰岩様の砕屑物が発達する。信越化

学工業採石現場附近のものはその分布が最も広く，その

南東部山地では灰白色ないし黄褐色の粗粒緻密斑状岩で

あり，同現場の西部では同質の集塊岩様を呈している。

その他のものは一般に凝灰岩様ないし集塊岩様を示す。

本岩は，糸魚川図幅（前出）中の青海町東南東今井村の山

地を構成するものに対比されるりで，その噴出は第三紀

末葉に係るものであろう。

4．7変朽安山岩’

　本岩は花嵩岩中の節理に沿い，幅数cm～1mの小岩

脈をなしている。灰緑色ないし馳緑色を呈し，おおむね

緻密である。

5．鉱　　床

　5．玉分布

　本地域の石灰石鉱床には，古生層に属する石灰岩層の

一部として産するものと，その周縁部に発達する第四系

崖錐堆積層中のもりとがある。後者は前者に較べてその

分布が遙かに狭く，かつ稼行の対象としてはさほど重要

．とは考えられないので，以下主として古生層中の鉱床に．

ついて記述する。

　調査地内における鉱床の分布は第2図に示す通りで。

歌川河口附近からほ黛南東に伸び，幅500～1，700m，　　　・

延長3，500m域上に及ぶ広大なものである。、この部分

に対しては現在5鉱山によつて採掘が行われ，，化学工業

用原料とLて利用されている。なお，本鉱床の延長は青

海川を越え，地域の南東方黒姫山山塊にまで及び，さら

忙巨大な鉱床を形成しているる

　5．2形朕および規模

　鉱床の形状を規制する地質構造，特に他岩石との関係

については，地質の項（石灰岩層と他岩層との関係）で述

べた通りである。要するに，本鉱床は輝緑凝灰岩・粘板

岩・砂岩・角閃岩・蛇紋岩等を基盤どして，それらの上

に衝上断層をもつて重なるいわゆる「根無し地塊」として

賦存するものと考えられる。鉱床底面の傾斜は，一部確・

認される処および鉱床全般に亘為分布と地形との関係

から・作図により推定される処とを総合すれば，、その分

布砂中心線部に向つて，おおむね10’》450程度を示して

いる。この場合，鉱床底面の最低水準は，海水面を上下

42一（610）
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するものと予想され，従つて鉱床の見掛上の厚さは，そ

の中心部で，最大500卑以上に達する部分があると思

われる。すなわち，本鉱床はその底面には多少の起伏は

あるにしても1全体として1つの大きな舟状を呈するも

のと推定されるQ

　5．3操掘上の障害

　5，3．1石英粗面岩およびその砕屑物

　鉱床を広く覆い，現に信越化学工業および電気化学工

業の各採掘現場においては，1～7mの厚さが認められ

ている。本岩はその他の採掘現場においても，表土とと

もに採掘鉱石を黄褐色に著しく汚染し，そのため多量の

鉱石洗源用水を必要としている。地質図に乗わした本岩

類の分布は，その発達が特に著しいとみなされる部分で

あつて，この部分は採掘の対象からは一応除外されるべ

き’であろう。

　5．3．2　表　土

　この地域では全般的に厚く，平均2～3mと予想され

る。特に地域内の権現平・猿ケ馬場・大日本セルμイド

採石現場の裏山附近等が著しい。

　5．3．3爽　み

　歌川河口の南東方約800m附近では，鉱床中に輝緑

凝灰岩が挾有される。その延長約150m余，幅約100

mが認められるが，この附近の露出がきわめて悪く，ご

れを追跡することは困難である。また，鉱床の南西縁部

匠おいては，乳白色珪岩の薄層を挾有する部分がある。

すなわち，歌川河口附近（鉄道トンネル入口附近）から死

人谷に亘る間，および清水倉部落の北方に当る石灰岩の

露岩壁等においてよく観察される。珪岩の厚さは数Cm

～数10cmで，石灰岩と互層し，かつ所により著しく

小鐡曲した部分がある。また，その附近の石灰岩にはや

』珪質のものもある。このような珪岩および珪質石灰岩

ロが介在する部分の厚さは，露出が充分でないために，は

なはだ不明瞭であるが，ほ黛数10mに及ぶものと予想

される。しかし，大日本セルロイドの現切羽では，以上

のような部分は認められない0

　5．4崖錐堆積麿としての鉱床

　この地域に発達する崖錐層については，すでに述べた
’
が
，
前
記 主要鉱床の周縁およびこれに近接する部分のも

のは，まつたく石灰岩の角礫（径は通常数cm～50Cm，

で，稀に1m域上のものもある）のみからなり，粘土等

の爽雑物がほとんど含まれない。地質図には一応このよ

うな部分をおおむね区分して表わした。その経済的価値

はさほど大きいとは考えられな駆が，信越化学工業北採

掘現場では，かつて一部かような部分からも採石が行わ

れた。

6．鉱石およびその品質

　大部分の鉱石は外観灰白色緻密，非晶質ないし微晶質．

であつて，しばしば多数の化石を含有する特徴がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
これを鏡下に検すれば，ほとんどが方解石（結晶形を認

め難いものから，微細な結晶粒を示すものまである）の

みからなり，．時にわずかに粘土様物質のために汚染され

ているものがある。また稀には方解石の細脈によつて貫

ぬかれている箇所もある。

　珪質石灰岩は外観ほと肉ど前記鉱石と同様であるが，

や玉堅硬である。鏡下では，方解石および石英の微粒か

らなり，石英は処々に聚合して方解石の粒間を填めてい

るo

　なお，従来の採掘粗鉱は，表土および石英粗面岩質等

の存在によつて著しく汚染されていることが多い。

　本鉱床産鉱石66個について蔦れを水洗し，分析した

結果を一括表示すれば第2表に掲げる通りである・資料

の採取箇所は第2図中に示した。試料の採取に当つてば

鉱床全般に亘つて行うようにした。

　第2表の結果をさらにCaCO3，MgCO3：および粘土．

分（SiO2＋Al203＋：Fe203その他）を各頂点とする三角座』

標にプロットすれば，第4図の通づで，大部分のものが・

CaCO395％以上，MgCO31．0％以下の部分に集合す

る。粘土分としてはNo．22，47，49，50等においてや・

　粘
土

分

　　　　7％

　　　　6

　　　　　　　　　5　　　㊤
　　　　の　　ロ　　わ

　　　　　●　　4．、
　　　も　●　　●
　3　　　魁

2　　　　　●
　　、
　￥

CαCO39998979695餌93％凹gCO3・

第4図　鉱石の化単成分’の領域
　　（新潟縣青滴i川以西の石灰石鉱床）

N多いが，そのなかの主成分はSio2であり，また，

R203はお：おむね0．5％以下であ’る。要するに本鉱石は

その化学成分の点においては，諸腫の化学工業用原石と

して適するものであるo

　次に主要稼行鉱山における最近の破砕鉱石のサィズ別

割合を示せば，次の通りである。

　　電気化学工業株式会社
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第 2 表

No．　In．Sol

0。16
0．10
0．04
0．42
0．14
0。14
0．22
0．16
0．28
0．16

0．16
0．18
0．12
0．76
0．12
0．10
0．14
0．14
0．24
0．24

0．30
3．40

0．54

G．26

0．24

0．20
0。30

、0．14

0．16
0．14
0．14
0．16
0．08
0．14
0．66

0．14
0．16
0．30
0．50
0．36
0．15

20128
0．40

11．50

6．74

0．22
1．30
0．45
0．17
0．41
0．35
0．40
0．85
0。40
0．20

0も25
0．42
0．15
0．35
0．95．

0．45

Sio2

4．30
0．40
0．20

0．14・

0．26

M凶 CaO

｛）。41

0．30
0．56
0．58
0．36
0．43
0．41
0．52
0．46
0．56

0．43
0．41
0。39
0。51
0．43
0．25
0．27
0．43
0．45
0．39

0。51
0．43
0．44
0．40
0．63
0．・41

0．43
0．55
0．45
0．48

0。39
0．35
0．37
0．40
0．38
0．31
0，52
0．80
0．27
0．51
0．31．

0，24
0．43
0．41
0。41
0．33
0．29
0．38
0，40
0．26

0。29
0．35
0。47
0．「38

0．40
0．31
0．31

臼
0
．

31

0．82
0．27

0．44
0．31
0．25
0．40
0．37
0。55

R203

53．59
53．82
5含．37

53．04、

53．48
53．82
53．37
53．79

53．57
53657

53．57
53．231

53．57
54．01
53．68
53。57

53．34
53．57
53．01
53．57

54．13
52．12
53。17　0．62
55．47　0．38
55。26　0。34
53．57
55．47　0．36
53．34、

55．65　0．26
53．90

53．59
55．57
53．59
53．37
53．82
53．59
54．01
53。82
53．93
52．79

53．59

54．04

55．40　0．20
55．19　0．30
53．48

55．39　0．15
44．19　0．28
55．34　0．15
48．76　0．83
50．26

55．27　0。35
54．46　0．35
55．41　0．G8
55．47　0．25
55．15　0．32
55．26　0．30
55．24　0．15
55．16　0．35
54．98　0．40
55．44　0．30

55．33　0．20
55．03　0．40
55．23　0。20
54．91　0．98
55．03　0．20
54．88『0．90

SO3

0．05
0．08
0．07

0．10

0．07

P「・㌫1・sst分析者

0．019
0．025
0．012

0．012

0．127

，0．003　41．7

0．004　41．8
3
3

0．005　41。45
0．015　34．00
0．008　42．30
0．047　37。71

tr。

0．010
0．008
0．004
0．005

0．010
0．007
0．009
0．017
0．003

0．009
tr。

0．008
0．014
0．018
0．012

41．71
36．04
42．15

42．15

42．90
42．80
42．65
41．05
41．30

42。42

42．15
42．62

42．05
40．85
41．01
41．38

○
○

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
△
△
△

O
△
○

△

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
×

×

○
×

×

×

×

O
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

径4《・5cm（中塊）・・一60％

　グ2～3cm（小塊）…・30％

　その他（細片・粘土）…10％

信越化学工業株式会仕

　径5～15cm（中塊）…55％

　〃2．5～5cm（小塊）・…17％

　ク1～2．5cm（粉鉱）…・13％

　その他（細片？粘土）一・15％

大日本セルロイド株式会社

　径15｛ノ30cm・・……・・25％’

　グ5戸》15cm…　　　　50％

　ゲ　2．5ρ》5cm。。　・．　　　10％

　その他…　　　　　　　15％

7．鉱　　量

分析者O地質調査所，△電気化学工業K．K．×大日本セルロィドK：．K．

　鉱量算定は，露天採掘を行うことを前提

として，古生層中の鉱床にっいて行つたo

鉱床を被覆する石英粗面岩質岩のおもな分

布区域は，算定の対象から除外し，また他．

に予想される採掘上の諸障害については，

採牧安全率等において考慮した。

　算定の諸要素は次の通りである・

D：鉱石の比重　　　　　2．7

F：採牧安全率　　　　　60％

H二計算図等高線間隔　　50m

採掘最終残壁角度　　　約00Q

　　　（た黛L，大日本セルロイド現場附

　　　　近は地質構造による）

　　採掘底面標高　　　　　　100m

　　計算図縮尺　　　　　　1＝10，000

　　中塊：ノ」、塊：糸田片4と来占土3：1：1

　以上に基づき作製した鉱量計算図は第5、

図の通りである。これを基礎として各等高

線ごとの採掘部分を求積した結果を第3表

に示す。

第3表　各等高線ごとの予想採掘端面

　　　　　　の求積結果

記　号

ao

al
a2
a3

a4

』a5

a6
a7

an
as

1等轍聯

550、
500
450
400
350

300
250
200
150
100

予想採掘端面積
　　（m2）

　78，000
　324，000
　・550，000

　871，000、
1，370，000

▼1，302，000

1，146，000

　944，000
　626，000
　393，000
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新潟県青海川以西の石茨石鉱床調査報告　（小関幸治・井上秀雄）

海抜15Gm以上の部分を稜体公式，それ以下100m

に至る間ゑ端面公式によつて，本鉱床の採掘可能鉱量を

算出すれば，

V＝D×F〔亙｛a。＋an＋4（a1＋a3＋a5＋a7）＋2（a2＋

　　　　3．
　　a、＋a。）｝＋．旦（an＋a．）〕

　　　　　2
　これに上記の数値を与えれば，

　V≠5．88億（t）

すなわち本鉱床は，採掘底面標高100m以上から，

　中塊　　約9。5億t

　小塊　ド約1．2億t

　計　　約4．7億t
が採掘可能な鉱量と予想される。

　　　　　8．稼行黙況
　この地方は次の5鉱山によつて稼行されている。

8．1　電気化学工業青海鉱山

　鉱区番号：新潟県採登第998号

　鉱業権者：電気化学工業株式会社（東京都千代田区

　　　　有楽町1の10）
　採鉱および選鉱ニグローリーホール2，機械水選・

　　　　原石t当り水洗用水量約1t

　運　　搬：専用鉄道

　採掘鉱石の内訳および用途：中塊約60％一・・石灰

　　　　窒素・カーバイド用（自家用および売鉱）

　　福　添　・日

　　　　　　　薮．
　LL」しLL　信’化学　」』．』㌧し
東｝翻ししLLLL　し」∵』㌧一蛎・　　　　　　　∂
襟～∵藩1し1ト☆溝蕊．脚

／議聯、蒙』献轡艦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

・・欄し燃　も・・綴．欝華〃
…
，
轍
鱗
鷲

！
，
』

　　　　等高緬面湘m　F　4　國1二厭鷲
　　　　　第5図　鉱量計算図（新潟縣蕾海川以断の石灰石鉱床）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小塊約3G％一一セメント用・製鋼用て売’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱，一部貯鉱）
　　　　　　　　　　　　　　　人　員：229名

8．2　信越化学工業親不知鉱業所

鉱区番号：新潟県採登第1，000号

鉱業権者：信越化学工業株式会社（東京都千代田区

　　　丸ノ内2の2）
採鉱およぴ選鉱：グローり一ホールL露禾掘トy

　　　　ネ孕積1，選鉱同前

運　搬：鉄索
採掘鉱石の内訳および用途：中塊約55％…・石灰

　　　・窒素用（自家用および売鉱），小塊約1T

　　　　％…・製錬用（売鉱）・石灰窒素用（自家

　　　　用），粉鉱約13％・…　セメント用・土木、

　　　　用（売鉱）

人　員：169名
8．3　大日本セル自イド歌鉱業所

鉱区番号＝新潟県採登第1，003号

鉱業権者：大日本セルロイド株式会社（大阪市南区

　　　　末吉通2の3）

採鉱および選鉱：グローリーホール3の内2休止

　　　　中，選鉱同前

運　搬：鉄索
採掘鉱石の内訳および用途：径15～30cm25％・r

　　　　・・パルプ・カーバイド用，径5～15cm年
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地質調査所月報

　　　　　　50％・…カーバイド用，径2．5～5cm

　　　　　　10％・…土建用・製鋼用，径2．5cm以

　　　　　　下15％…・セメソト用（大部分は売鉱で

　　　　　　自家用としては約、3，000t／月）

　人　　員：144名

8・4　東海電極製造中越工場歌鉱業所

　鉱区番号＝新潟県採登第997号

　鉱業権者：　東海電極製造株式会社

　採鉱および選鉱：露天掘（手掘）1，手選

　採掘鉱石の処理：自家用として現場で生石灰とする

　人　　員二50名

君．5　山岸鉱山

　鉱区番号：新潟県採登第986号

　鉱業権者：山岸金八郎（新潟県西頸城郡歌外波村大置

　　　　　　字歌121）

　採掘鉱石の処理、：同前，一部売鉱

第　　4　　表

（第5巻第11号）

　なお，上記各鉱山の最近5力年間（昭和23－27年度）

における出鉱量は第4表の通りである（東京通商産業局

生産月報による）。

　　　　　9．今後に残された地質的な問題

　9。1　鉱床（石茨岩層）の内部構造の解明，

　本文中においては，鉱床の形状を規定するものとして

おもに石灰岩と他岩石との関係のみに立脚して論じた

が，これに関蓮して石灰岩層自体の地質構造をも解明す

ることが必要であろ5。そのため古生物学的研究調査を

行うことが望ましく，これによつて石灰岩層の層準に由．

来する鉱石の品質変化が，組織的に究明できるものと思

う。

　9．2探掘上め諸障害についての精査

　採掘上の障害となるおもな事項に対しては，簡易試錐

等g方法をもって組織的に精査を行うことが望ましい。

8．1

8．2

8．3

8．4

8、．5

計

昭和23

　　t
132，294

100，836

71，017

14，315

　3，330

t昭和24

卜

　　t
148，669

「96，781

124，003

21，022

　3，390

昭和25
昭禾0261昭禾目27

　　　1

、68，2皇62。、，、§4123、，遺7

、5。，796、86，2、81229，729

、85，16。12、8，6、52、4，。。3

　　　1

2翔2器雛癬
321，792　393，865

529，8・61632，9・3 ll705，727’

10．結　　論

　この地区の石灰石鉱床は交通至便の地にあつて，鉱石

の品質は一般に良好であり，かつその鉱量も約4．7億t

が採掘可能と予想されるので，わが国におげる諸種の化

学工業用原石の供給源として，適したものの1つと認め

られる。

　なお，本鉱床の合理的な利用開発のためには，基礎的

な地質上の問題がなお今後に残されている・

　　　　　　　　　　　　（暗和28年8～9月調査）
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